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	　開会あいさつ

　前回の議事録の確認をお願いいたします。

　訂正などございませんか。

　ありませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　学校訪問の３日間、大変お忙しい中、ありがとうございました。
　学校訪問を毎年して思うことですが、学校の違いというものが、歴然と見えると。

　子どもの声ひとつ、板書、あいさつ、そして、先生方の授業の様子で、その学校がうまくいっているとか、いっていないとか、暖かい学校だとか、冷たい学校だとか、すぐわかるようでございます。

　それが、だんだんその学校の校風として、醸成されていくのでしょうけれども、いつも思いますのは、教育委員会の事務局は私がトップなので、他の人はどのように思っているのかなあというふうに、やな教育委員会だなあと思われているか、行き易い教育委員会だなあと思われているか、その辺がいつも気になります。

　やはり、トップの姿勢というものが、大事だなあというふうにいつも思わされて、人の批判はして帰ってくるのですが、わが身に振り返ってくるのがたいへんです。

　それから、先ほど、専念寺の平野住職が、大谷大学の河内名誉教授という方をお連れになって、ごあいさつにお見えになりました。
　五岳聖人の画集、いわゆる絵ですね、五岳さんが書いたのは、絵と詩文が書いてあるわけですが、絵についてはたくさんの画集があったわけですけど、詩といっても漢詩ですが、詩については、ほとんどその業績が本になっていなかったということで、その河内先生が10数年前に専念寺に訪れて、こんな人が日田に埋もれているのはおかしいと。全国的ないわゆる詩を作詩する一人として、世に出したいということで、本をお書きになって、1,500首ぐらい集めて本になさっています。
　私たちは、五岳聖人は「三絶僧」と言われておりますから、絵も書も作詩もうまいとういうことで、ほんとうはもっと全国的によく知られている人だと思っておりました。

　でも、その河内先生の話によると、日田の皆さんが五岳さん、五岳さんという割には余り知られていないということで、もったいないということです。

　これから、その本が世に出るわけで、少しはまた咸宜園の卒業生が世に知られるようになっていくということで、ありがたいことだなあということで、お礼を申し上げました。
　取り留めのない話でございましたが以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　只今の教育長からの報告事項について、ご意見・ご質問はございませんか。

　学校訪問については、その他のところで反省事項などお聞きしたいと思います。

　それでは、議事に入ります。説明をお願いします。

　議案第69号日田市教育委員会所管事務決裁規則の一部改正について、教育総務課お願いします。

　議案集の１ページをお願いいたします。
　議案第69号日田市教育委員会所管事務決裁規則の一部改正についてでございます。

　本案は平成22年10月１日付で、咸宜園教育研究センター及び世界遺産推進室の組織機構の改正がございましたので、これに伴いまして、決裁権者であります、そこにあります「課長等」の区分に当該所長及び室長を追加いたしますとともに、各課長等の配列につきまして、次の議案にあります、教育庁の組織規則の配列と整合性を持たせるための改正でございます。

　以上でございます。
　只今の議案第69号日田市教育委員会所管事務決裁規則の一部改正について、ご意見・ご質問はありませんか。

　先ほどの勉強会の説明では、咸宜園教育研究センター所長と世界遺産推進室長が改正後に入っているということでしたが。

　はい、そういうことです。
　ご意見ございませんか。
　（「はい」と言う声あり。）
　それでは、議案第69号日田市教育委員会所管事務決裁規則の一部改正について、原案のとおり議決いたします。
　次、お願いします。
　議案第70号日田市教育庁組織規則の全部改正について、教育総務課お願いします。

　議案集の３ページでございます。
　議案第70号日田市教育庁組織規則の全部改正についてでございます。
　本案につきましては、先ほど議案第69号と同じ理由で、平成22年10月１日付の組織機構の改正に伴いまして、教育庁組織規則の整備を行うものでございます。
　規則の形式を市長部局の日田市行政組織規則と合わせるために、全部改正という形をとらしていただきました。
　内容といたしましては、各課等の組織、施設の所管課、それから所管事務に関する規定について、全部を改正させていただいたところでございます。

　以上です。
　はい、ありがとうございます。

　只今の議案第70号日田市教育庁組織規則の全部改正について、これは、３ページから10ページまでですが、ご意見・ご質問はございませんか。

　この中で変わったところは７ページの学務係の９番、これは前と比べたら表現を変えただけでしたね。
　学務係の９番も含めて、すべての課において、課の庶務に関する事項ということで、それぞれどこが庶務を持っているかということを入れさせていただきました。
　それともう一点ですが、３ページにあります組織の各課名と４ページにあります第２項で示されています各施設の所管という形で分けさせていただいております。
　これにつきましては、４ページにあります日田市教育センター以降にあります各調理場等につきましては、すべて設置条例や設置規則を別途設けている施設でございます。
　これについては、それらの設置条例等ございますので、所管だけを明記させていただいた形をとらしていただいております。
　８ページの生涯学習推進係の８番が社会人権・同和は、前は人権がなかったわけですね。
　これにつきましては、以前は社会同和教育推進という言い方でしたが、今はすべて人権・同和教育という用語が使用されておりますので、これに合わせまして、社会人権・同和ということに変えさせていただきました。
　他にはご意見ございませんか。
（「はい大丈夫です」と言う声あり）

　よろしいでしょうか。

　それでは、議案第70号日田市教育庁組織規則の全部改正について、原案のとおり議決いたします。
　次、お願いします
　議案第71号日田市立小学校の統合について、教育総務課お願いします。
　議案集の11ページをお願いします。

　議案第71号日田市立小学校の統合についてでございます。
　本案は日田市立静修小学校と夜明小学校の統合、並びに日田市立赤石小学校と同曾家分校との統合を平成23年４月1日付で行いますことから、この統合に伴います議案を12月定例市議会に提出いたしますことから、そのための議決をいただくものでございます。

　なお、統合後の小学校の名称につきましては、そこの２にありますように、日田市立大明小学校、それから赤石小学校につきましては、日田市立赤石小学校という名称で統合をいたします。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　只今の議案第71号日田市立小学校の統合について、ご意見・ご質問ありませんか。
　先ほどの勉強会のときに、確認を忘れたんですが、一点目は静修と夜明が統合して、夜明の方で統合後はやっていくということですが、大明小学校ができるまでの期間を確認したいのが１点と、静修小学校などの跡地の利用で、まだ今のところ決まっていないでしょうが、何か考え方がもしあれば、お聞かせいただきたいと思います。

　はい、お願いします。

　大明小学校につきましては、来年の４月１日付で、現夜明小学校の位置に新設という形で開校することになります。

　静修小と夜明小はそれぞれ一旦閉校するという形をとり、閉校するまでの準備を現在行っております。また、来年の４月１日の開校に向けて準備も併せて、大鶴と夜明合同対策委員会を設けまして、両地区一緒になって開校の準備を行っているところでございます。
　統合後の期間は何年になるんですか。
　大明小学校といたしまして、夜明小学校の位置で２年間続けていきまして、25年４月１日には、大明中学校の位置で大明小中学校として、小中一貫校の開校の予定でございます。

　23，24年度は現夜明小でいくと。
　大明小学校というものは、23年４月に開校して、そのままずっと大明小学校でいくわけで、25年４月１日からは、大明中学校と一緒になって、大明小学校と大明中学校で大明小中一貫校をつくるということでございます。
　わかりましたでしょうか。
　あと、跡地利用の件です。特に静修が特に古かったので、どうするのかなあと思って。
　跡地につきましては、それぞれの大鶴地区と夜明地区で対策委員会を設けておりますので、そちらの方で跡地の利活用について、主管課であります地域振興課と協議しております。

　その協議が決まり次第、校舎をどういった形で利活用していくのか決定していく予定になっています。
　他にございませんか。
　（「はい」という声あり）
　それでは、議案第71号日田市立小学校の統合について、原案のとおり議決いたします。
　次、お願いします。
　議案第72号日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、教育総務課お願いします。

　議案集の13ページをお願いします。
　議案第72号日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正についてでございます。

　本案は、前案と同じ理由によりまして、現在、日田市立小学校の設置に関する条例の中を、今言いました静修小学校、夜明小学校、並びに赤石小学校と赤石小学校曾家分校の統合に合わせまして、条例の改正を行うもので、これも同じように12月定例市議会の方へ提出させていただくために、ご議決をいただくものでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。

　只今の議案第72号日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
　統合後の学校の名前が変わるわけですね。
　はい、そうでございます。
　ご質問はございませんか。
　　（「はい」という声あり）

　それでは、議案第72号日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、原案のとおり議決いたします。
　次、お願いします。

　議案第73号日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、文化財保護課お願いします。
　議案集の15ページをお願いします。

　議案第73号でございます。

　日田市町並み保存審議会委員を次の者に委嘱するものでございます。
　新しく委嘱をお願いする方は、氏名が伊東龍一さんです。

　専門的なものにつきましては、建造物ということで、江戸期から戦前にかけての歴史的建造物等を専門にされておられる方で、熊本大学の教授でございます。
　理由といたしましては、日田市伝統的建造物群保存地区保存条例第12条の規定に基づきまして、新委員を委嘱するということでございますが、ご存知かと思いますが９月23日に九州大学名誉教授でありました、宮本教授が不慮の事故でご逝去いたしましたので、その方の後任をお願いするものでございます。

　よろしくお願いします。

　只今の議案第73号日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、この方でよろしゅうございましょうか。
　ご意見ありませんか。
　完全に熊本の方なんですね。

　はい、そうです。

　日田とゆかりはありますか。

　日田と直接的な関係はありませんが、山鉾等の見送りの保存修理をやっておりますが、その関係の委員に現在なっていただいておりますし、日田市の文化財保護審議会委員でもございます。

　他にございませんか。

　それでは、議案第73号日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　次に協議事項に入ります。
　日田市児童福祉施設苦情調査委員会委員の推薦について、教育総務課お願いします。

　別冊となっております。左肩に協議事項と書いてある別冊でございます。協議事項の１ページをお願いいたします。
　日田市児童福祉施設苦情調査委員会委員の推薦についてでございます。

　本委員会につきましては、福祉保健部のこども未来室が所管しております委員会でございまして、これまで教育委員会の方から、亀山委員さんにご就任していただいておりました。

　このたびご退任されましたので、後任の委員の推薦をいたすもので、任期につきましては、前委員さんの残任期間でございます、平成23年３月31日まででございます。
　なお、本委員会の任務つきましては、そこに記載されておりますように、市児童福祉施設でございますが、具体的には市立保育園及び児童館でございますが、ここで行います福祉サービスについて、利用者の方から苦情が出た場合に、解決に向けた助言等を行う中立公平な第三者機関でございます。
　２ページから４ページにかけまして、苦情解決の概要、根拠となります規則を掲載しております。
　５ページの方をお願いします。
　本委員会は３名の委員さんから構成されておりまして、教育委員会から推薦させていただきました、亀山委員さんの後任についてご協議をお願いしたいと存じます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　只今の日田市児童福祉施設苦情調査委員会委員の推薦についてでございますが、ご意見ございませんか。
　先ほどもちょっと話がでたのですが、亀山委員がお辞めになられた後に永山委員さんが入って来られましたので、そういう経緯から永山委員さんを推薦したいと思います。
　はい、最適人と思いますのでよろしくお願いします。
　何かあれば。
　よろしくお願いします。
　只今の日田市児童福祉施設苦情調査委員会委員には永山委員にお願いします。
　よろしくお願いします。

　次に報告事項をお願いします。
　寄附採納報告、平成22年９月期採納分お願いします。
　議案集の16ページをお願いします。
　平成22年９月期寄附採納についてご報告いたします。

　香典返しといたしまして、夜明小学校へ図書カード２万円相当分、地区寄附といたしまして、石井小学校へ同じく図書カード２万円相当分、一般寄附といたしまして、前津江中学校へベルマーク教育助成財団から、プリンター・デジカメ・デジタルビデオカメラ、計283,900円相当、大山小学校へ加湿機能付き空気清浄機１台、河津先生からいただきました「天領日田」第28・29合併号90冊を教育総務課の方へ寄付をいただきました。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　只今の寄附採納報告についてご意見・ご質問はありませんか。
　前津江中学校に寄附されている物は、ベルマークを集めた結果ということですか。
　はい、そうです。
　前津江中学校がこんなにたくさん集めたのですか。
　そうだと思います。
　何年分とかわかりますか。
　多分ですね、ベルマーク財団が全国の僻地の学校に何年間かに１回ぐらいくれるんです。
　そっちの方じゃないかなあと思いますけど。
　約30万ポイント集めないと買えませんからね。
　ベルマーク財団は何年に１回くれるのですか。
　毎年ではないですよね。

　毎年ではありません。ほんとうに何年かに１回です。
　ドッチボールをくれたり、小さい学校によっては、あんまり単価の高くない物をある程度まとまってくれたり。いろいろありますからね。
　全国に振り分けるでしょうから、その辺もあるでしょうから、こんないい物をくれて、逆に他の学校から見れば羨ましいことになりますね。
　30万ポイント集めようと思ったら、ちょっとかかると思います。
　やっぱり、ベルマークを集めている学校ですか。
　関係なく僻地の学校にくれます。
　今学校では、ベルマークを集めているのですか。
　やっていない学校が多いのですが、学校によってはＰＴＡが主体となって続けているところもあります。咸宜や三芳はやっていると思いますが、小さい学校はやっていないと思います。

　ありがたいですね。

　他にありませんか。

　「天領日田」第28・29合併号ですが、これに書いている他に市の総務課に70冊、咸宜園教育研究センターの方にも何冊かやって、全部で500冊ぐらいは市へ差し上げています。

　市から50万円助成をいただきましたので、これは市に対しますお礼もありますし、そういった意味でありがとうございました。

　この本は内容がすばらしいですね。

　ありがとうございました。

　他にご質問はありませんか。
　次に日田市公民館運営検討委員会についてお願いします。
　生涯学習課でございます。
　９月期の定例教育委員会会議で日田市公民館運営検討委員会の検討結果につきまして、口頭でご報告させていただきました。

　その後、先週から11月上旬にかけて、検討委員会の検討結果を受けて、今後の市の方針を20館の地区公民館運営協議会へ報告会を開催しております。
　前回、口頭だけの報告でございましたので、別紙の報告事項で内容を報告させていただきます。
　１ページをお願いします。
　これまでの経過といたしまして、平成16年から公民館を公設民営化、さらに18年度から指定管理制度を導入いたしまして７年経過しておりますが、公民館主事の退職異動、指定管理に伴い管理運営事務を生涯学習課が事務支援をしていること、中央公民館と地区公民館との連携のあり方等について、検討項目として委員会で論議したところでございます。
　結果的には、９月に報告しましたが、①が組織体制といたしまして、20地区の公民館の管理運営を一本化するために、市の出資による一般財団法人を設立し、その財団を指定管理者といたします。
　それには、本部機能で理事会、評議員会、幹事会、事務局等がございます。
　地区機能といたしましては、20の地区公民館の館長や主事はこの財団の雇用となりますので各公民館へ配置します。これまで、地区公民館運営協議会という組織がありましたが、その方々と今までどおり連携をとりながら、公民館事業の実施と施設管理をしてもらうこととしています。
　次に④ですが、これは新しい検討結果でございます。

　公民館事業の新しい推進体制といたしまして、これまで生涯学習課と地区公民館は指定管理をしていたことから、指導・助言・連携をとっていましたが、中央公民館が直営であることから、中央公民館と地区公民館の連携がなかなかとれていなかった状況でした。
　そこで、委員会の中で新しい市の社会教育体制を検討した結果、市教育行政実施方針の施策を総合的に推進するため、生涯学習課と中央公民館を統合再編した仮称でございますが、社会教育センターを設置する。
　実際的には、生涯学習課職員と中央公民館職員が一体となって、中央公民館に事務室を設け、今の中央公民館をセンター機能として発揮をした方がよいのではないかと。
　社会教育センターは、全市的な事業、人材育成、リーダー育成事業、並びに地区公民館と連携した事業に取り組んでいく。

　また、地区公民館は今までどおり、地域の独自性を活かした事業の展開と同センター実施する人材育成、リーダー育成事業との連携による事業内容の充実に取り組む。

　最後に天瀬公民館につきましては、東渓と五馬の２つの分館がございますので、円滑な事業実施のため支援体制を検討するよう、委員会でご意見が出たところでございます。

　②と③につきましては、地区公民館運営協議会が今後どういう役割になるかを示したもので、地区の報告会で説明しておりますが、後でご一読をお願いいたします。
　２ページ、３ページにイメージ図として記載しておりますので、概略を説明させていただきます。
　２ページ目の左側が現状の公民館運営の体制でございます。
　公民館設置者として日田市がありまして、管理担当の生涯学習課が指定管理の委任、公民館活動の相談・指導援助、公民館主事の福利厚生事務の援助等を行っています。
　その下では中央公民館が独自で館長、指導係がありまして、施設管理、講座・教室の開設、貸館を行っています。

　左側の日田市公民館運営協議会連合会では、黒い印の一つ一つの公民館運営協議会を指定管理者とし、館長や主事を雇用しながら、地域の独自性を活かした事業の展開と住民参画のまちづくりを行っております。
　組織図としては右側の形が検討結果として出ているものでございます。

　まず、指定管理者として一般財団法人を設立して、本部機能として理事会・評議員会・監事会・事務局を設け、20館の管理運営の総合調整、理事会の運営、館長や主事の職員給与・就業規則・人事委員会等設置をするものでございます。
　地区機能として、館長・主事が20館の公民館に配属になって、公民館事業の実施、施設管理、社会教育センターとの連携をとりながら、公民館長会や公民館主事会を同時に開催し横の連携もとるという組織を作っていくという考えでございます。
　これまでの地区公民館運営協議会は指定管理者ではなくなりますので、外部団体の地区公民館運営委員会として、館長や主事と連携をとりながら、これまでどおり公民館の事業計画と事業実施に参画するとともに公民館の事業評価をしていただくことにしております。
　また、地区公民館運営委員会の横の連携をとるために、地区公民館運営委員会の会長から組織される地区公民館運営委員会連絡会を設け、連絡調整、情報交換を行うとともに、財団法人の理事の選出母体として考えております。
　さらに、公民館の設置者はこれまでどおり日田市が行い、仮称でございますが、社会教育センターを設け、生涯学習・社会教育の総合的な企画・運営、指定管理の委任と指導監督、地区公民館との連携事業、人材・リーダー育成事業、プログラム開発などこの社会教育センターで行っていこうということで、組織を考えております。
　次に３ページは事業実施でどのような連携をとっていくかということで、検討委員会の中で意見が出されたところでございます。
　上段は日田市教育行政実施方針で、５つの項目によって、生涯学習社会の形成と社会教育の推進、青少年の健全育成等の課題で、今、事業実施を行っております。
　現状は左側で、地区公民館・中央公民館・生涯学習課の３つに分かれて、いろんな取り組みをいたしておりますが、なかなか横の連携が希薄となっているということで、求められる役割として、地区公民館はこれまでどおり地域の特性を活かした学習事業の展開をしていただきたい。
　中央公民館は人材・リーダーの育成事業、更には地区公民館の事業内容と異なった全市的な事業、地区公民館と連携した事業、生涯学習課は生涯学習施策の企画・運営、社会教育施設の整備等を行うように求められております。
　そういうことで、今後の方向性として、一般財団法人が作った本部機能、地区公民館機能ではこれまでどおり自主事業として、年齢層別の講座、人権教育、今日的課題の学習、成果発表、社会教育センターとの連携事業をこれまでどおりにやってもらいたい。
　それに直営でございます、社会教育センターにつきましては、それぞれの地区公民館の連携事業をとって、特にボランティア育成、プログラムの開発等を行いながら、社会教育センターで育てた人材を社会教育センターや地区公民館で実施する事業に有効活用していこうというような形で組織機能を検討委員会でご意見をいただいております。
　１ページに戻りますが、検討委員会の検討結果がそこの４項目出ておりますが、市といたしましてはこの検討結果を尊重し、新しい公民館運営体制の実現に向けて、取り組んでおるところでございます。
　しかし、法人の設立、組織体制、館長の採用制度、事業費の150万円の使い方、新規事業の採択制度、社会教育センターの推進体制、その事業の取り組みや組み立て方、天瀬の分館の支援体制をどのようにするのかということを地区運営協議会・行政、議会等にもお願いしながら、今後、関係機関及び市の内部で十分検討を行い、来年の４月１日からの新体制への移行を目指しながら、取り組んでまいりたいと考えております。
　以上の内容で、地区運営協議会へ説明をいたしております。
　ありがとうございました。
　只今の日田市公民館運営検討委員会の検討結果の報告がございましたが、質問はございませんか。

　これだけのことを取りまとめていくわけですから、非常に大変なことだと思います。

　ただ、公民館が持つ意味合い、位置付け、それから市全体に関る影響などを考えれば、十分検討されてしかるべきだと思いますが、一点学校訪問して気づいたのですが、学校現場と公民館の関わりについてですが、距離の問題とかいろいろあるんでしょうが、学校によっては公民館なくしてはありえないといえるぐらい、価値を感じている学校もあるようです。

　是非、学校との連携を含めて、生涯学習はもちろん大事でしょうが、そういう活かし方というものを片隅においていただきたいと感じました。
　今、委員おっしゃいますように、学校地域支援本部事業、学びの教室、子ども教室等に今、取り組んでおりますが、館長と主事は学校に行って誰と話せばいいかわからない状態もあります。

　しかしながら、地域によっては学校と連携がとれて、子ども達との授業、土日、特に夏休みのキャンプとか、学校にお願いして、ボランティアを要請して行ったりしていますので、その辺りについては、学校との連携がどのように取れるか、センター機能の中で企画立案して、極端に言えば、指定管理の協定書の中に学校との支援事業を是非取り組んでいただきたいと加えて強化してまいりたいと考えています。
　学校と公民館との連携をよろしくお願いします。
　家庭教育というのが入っていますが、現在、家庭教育的な取り組みをやっているところはありますか。
　各地区公民館の家庭教育は、どうしても講演会、保健師による子どもの育成講座など単発で行っていることが多く、継続的なものがないものですから、センター機能の中で講師を呼んだりして、地区公民館ではできない全市的な取り組む必要があると考えています。
　以前、天瀬では家庭教育学級というものがあって、公民館と学校が連携を取っていろいろやっていました。
　他にありませんか。

　今、生涯学習課よりご説明申し上げたような形で、１ページ目に実現に向けてということで主な項目をまとめさせていただいております。
　来年度当初からこの体制を具体化させるために、まずは、財団の設立ということについての手続きが必要になります。

　それで、12月の補正の時期に財団設立の出資についての補正予算をご審議いただくという予定にいたしております。
　これは、後ほど議会の方で、ご承認いただければ、年明けから設立に向けての具体的な動きを進めていくということと、あと一点は組織を新に立ち上げますので、そこの運営を当分の間、円滑に行くために市の支援体制が必要であろうと。
　これについては、まだ具体的にどういう形になるということは、結論を得てはいませんけれども、職員が財団に行って中心的な役割を当分の間、担うということであれば、それなりの条例を作ったりとかいう環境整備が必要となってまいります。それも時期的には12月議会にご審議をしていただく機会を得ないと、その後の作業が進まないという状況がありますので、併せてご報告申し上げます。
　本部機能ができるということは、予算的に別に今までよりもいることになりますよね。
　今、次長が申しましたように、設立費用と運営経費がございます。
　本部経費は指定管理の委託料として加えてやらなければならないことになります。

　それと費用対効果につきましては、その加算される費用だけ、今、生涯学習課が地区運営協議会に支援している業務が何人分かございますので、それと生涯学習課と中央公民館が統合して、その業務を割り振りした際に人的削減ができてその分の効果を出さない限り、指定管理に出して費用がかさむだけで効果は得られないと思いますので、そこは十分検討していかなければならないと考えております。
　財団法人を作っただけの効果を上げないといけないですね。
　これは決定したわけですか。
　これは検討委員会から検討結果をいただきましたので、市としてその結果を尊重し、それに向けて進めていくという作業になろうかと思います。
　他に質問はありませんか。
　よろしくお願いします。
　報告事項は他にありませんか。
　では、その他をお願います。
　11月期定例教育委員会会議の日程についてお願いします。
　次回定例教育委員会を11月24日水曜日の午後３時からお願いしたいと思います。
　11月の定例教育委員会会議は、11月24日水曜日の午後３時からです。

　学習会は１時30分からありますか。

　勉強会については１時30分から予定いたしております。

　皆さんよろしいでしょうか。

　それでは11月24日と決定いたしました。よろしくお願いします。

　臨時教育委員会についてはこの後にいたします。

　今月は学校訪問がありましたが、気づいた点がありましたらご意見を出してください。
　私は昨年２校しか回れなかったと記憶しておりますが、今年は３日間、１日は午前中いけませんでしたが、８校回ることができました。
　先ほど、教育長がおっしゃっていましたが、子どもたちの人数から教室の大きさなどいろんな差がものすごくあるなということを感じました。
　現実の教育界というものを見た感じがいたしました。
　自分が小さかった頃を思うと、生徒が多くて校舎が小さくてぎゅうぎゅう詰めの時代でした。
　これはちょっと問題があるなというまではなかったと思いますけど、詳しく見れば、元気のない学校があった気がします。
　日程ですけど、学校に行ってまず校長先生が学校の方針を話して、授業を見て、最後に先生方と話し合う流れになっていますが、その流れが取れない学校がありまして、いきなり授業を見てとかいう学校がありましたので、できれば学校の説明を聞いて、授業を見て、最後に先生たちと少し話すという形をとっていただきたい。
　ただ感想といっても、学校の先生とフリーに話す雰囲気ではなかったので、できればフリーに話す雰囲気になるようにするのが、本当の学校訪問じゃないかと思います。
　学校から見れば、教育長は何回でも学校に行っていると思いますが、教育委員が年に１回学校を訪問することは、かなりの負担というよりは刺激になっているということは確かに思いました。
　そういう面からも、私たちもしっかりと授業参観をしなければいけないと感じました。
　また、先生の板書の字の綺麗さにかなり差があるなと思いました。
みんな綺麗な字板書する学校もあれば、そうでない学校もあるから、どうしてかと思っています。

　私は字が下手だから学校の先生にはなれませんが、そういう感じを受けました。ある意味、緊張感からそのようになるのか、校長が字を綺麗に書きなさいといえば直るのでないかと思いますが、字は下手でも丁寧にわかり易い字を書いていただきたいと思います。
　以上が私の感想で、現代社会の影の部分と言いますかそういうものを見せられました。教育と言うのはそんなに甘くないということです。
　学校の先生の給料はいくらか分かりませんが、いい学校、いい先生に育っていってほしいとつくづく思いました。
　ありがとうございます。
　他にございませんか。
　永山委員、初めての学校訪問はいかがでしたか。
　学校によって、雰囲気が違うということが初めてわかりました。
　ある学校の帰りに教頭先生から声を掛けていただいたのが、できれば今後、特別支援教員、加配教員といいますかね、是非お願いしたいということをすごい切実なご意見をお聞きいたしまして、以前よりも多動性のお子さんとか、そういう意味では加配を必要とする、支援を必要とする子のボーダーラインが以前よりも少し上がったという表現でいいんですかね、昔だったらたぶん普通にクラスに紛れていた子が、今ではこの子は多動傾向があるというふうにきちんと認識がされてこの子には少し支援が必要なんだけれども、人手が足りないというのが、先生方ももっと手を掛けてあげたくてもあげられないジレンマがあるのかなあというふうに感じました。
　それが今後の課題なのかなあと思いました。
　はい、ありがとうございます。
　
　私は学校訪問がいちばん楽しいというか、本当に勉強になります。
　学校の雰囲気とか、今日、教育長がまさにおっしゃられたとおりで、だいぶ感じ取られる力がついてきたような気もします。
　ただ、今後検討していただきたいのは、感じたものをどこまで協議をすべきなのか、例えば、教員の声をもうちょっと拾い上げてあげたいんだけれども、それを拾うことが実際いいのか悪いのかを含めてですね。
　それと、感じたことをどこまで、私たちは表現して学校の現場にお伝えしていいのか、褒めること、すごくいいものはいいというのはすごく簡単なんですが、ちょっと問題があるなあと感じたことをこれはおかしいんじゃないですかということの難しさというか、それをどこまで表現していいのかを含めて、例えば、直接には言いにくいので終った後に学校教育課が実際に感じたことをピックアップしてくれて、それをあからさまに先生とやりとりするのではなくて、子どもたちの教育がうまくいくために何かいい方法、善処があれば検討するという時間を少しぐらいはとってもいいのかなというふうには思いました。
　はい、ありがとうございます。
　臨時の先生でも能力のある方はクラスを担任しています。
　責任は正規職員と同じ責任があって、給料の面ではどうなっているのか気になりました。
　給料の面に関しては、正規採用と臨時採用の差というはほぼないと考えていいんですけど、あるとすれば、正規職員は長期間雇用されますので、その間の保障の部分が非常に大きいと。
　教職員の互助会の面での健康診断とかそういう面ですごく条件がいいとかそういうのはあるんですけれど、基本的には正規職員と臨時職員は給料の面から言えばそんなに差はありません。

　トータルでみると臨時職員は１年１年で切れていきますので、また新にということになります。
　１年１年切れるから給料は上がらないわけですか。
　経験年数に応じて、それは少しずつは上がっていきます。
　臨時でもがんばっている先生もおられますので。
　学校訪問の際に委員長が、あんな先生が正規採用になってくれたらいいのにとおっしゃったことを私は覚えております。
　先生になって子育てなどで一度辞められて、子育てが終って臨時の先生になられる方もいますよね。
　この場合、実際に自分が子育てをしていますから、いちばんいい教育ができる先生になられると思いますけれど、そういう先生の待遇がちょっと悪いのなら可哀想だなと思いました。
　教育長も事あるたびに教員の採用の制度について、その事を含めまして、もう少し現場の校長なり教育長の意見を聞くように、採用の任命権者である県教委に意見を取り入れなさいと言っているところなんですけど、今のところ取り入れる様子はありません。
　鉛筆の持ち方が少し変な子どもがおりましたが、正しい持ち方じゃないと綺麗な字も書けないですよね。

　鉛筆の持ち方はお箸の持ち方と同じような持ち方です。一生この正しい持ち方だったら、日本人として機能的にもいいし、是非身につけていただきたいと思います。
　書写の本にも毎年始めに指導するように書いてあります。

　その辺よろしくお願いいたします。

　それから、各学校のホームページの作成が小さい学校は作る人材がいないようでたいへん困っておられましたので、いい対処方法はありませんでしょうか。

　事務センターでは手助けはできないのでしょうか。

　学校事務支援センターという事務職員が集まったものが今年度から市内の３箇所にできたのですが、業務内容は多岐にわたっております。

　学校の情報公開の方法は学校便りとかありますが、ホームページはその中の１つの方法ですので、仕事に範疇からいえば、学校長の方に属するものと思いますので、やはり教職員の方でやらなければいけないと思います。
　確かに専門的な技術を有するところがあろうかと思いますので、研修会等開催はしておりますが、異動して操作ができる先生がいなくなったら、特に小さな学校はできないということはありますので、何らかの支援の方法を考えていきたいと思っています。
　小さい学校では困り果てているという感じでした。

　よろしくお願いします。

　私がある小学校で10数年前に経験したことですが、予防注射を打っていたわけですが、体育館に子ども達が集まってきました。
　子ども達は、「こんにちは」とか、注射が終った後に「ありがとうございました」とか、あいさつが良くできていたのですが、ある先生は見向きもせず出ていきました。

　私を嫌いであいさつをしないのかなと思っていましたが、予防注射が終わっても他の２名医者にも「ご苦労様です」のあいさつがありませんで、そのことがすごく印象に残っていて、学校の先生がこんなことでいいのかなとずっと頭の中にありました。
　その学校の帰り際、校長先生に子ども達はちゃんと挨拶をするのに、先生は挨拶をしないのはどういうことですかと、お尋ねしたら、その校長先生はそのことについては困っているという口調でした。
　そのことがあったもので、今回の学校訪問で校長先生に聞いたんですが、余りできていない学校は雰囲気がパッとしない感じでしたので、昔から校風としてあるのかなあという感じは受けました。

　実際そういうことはありますか。

　人によって違うと思います。ですからはっきり言ってあげないとわからない人が多分増えていると思います。

　人間関係がだんだんお粗末になってきていますから、先生方は３＋３＝は知っていても礼儀を知らない人がおりますから、はっきりこういうときはお礼を言ってよというぐらいのことは、おっしゃっていただいた方が、ほんとうはいいと思います。

　私もある時言いましたが、少しいやな顔をされました。

　子どものことは一生懸命言うんですが、だけど自分のことは忘れちゃうんでしょうね。

　だから言った方がいいと思います。

　それでは、今後はチャンスがあったら言わせていただきます。

　よろしくお願いします。

　皆さんからいろいろ感想がでましたので、生かしていただきたいと思います。
　今度の校長会は、それなりに考えてお話をいたします。

　学校訪問について、その他ありませんか。

　最近、チャレンジウォークがあったと思いますが、いかがでしたか。個人的には１回参加してみたいんですけど。

　先般、24日に開催いたしまして、スタートして２時間ぐらいは雨は降らなかったんですが、その後、風雨が強くなりました。

　申込者数は777名ありましたが、最終的な数字は把握しておりませんが、700名ぐらいは完歩いたしまして、42.195kmのいちばん速い人で５時間ちょっとで、午前８時にスタートして午後１時過ぎにはゴールし、最終ゴールは午後５時40分となりました。
　当日は雨が降って寒かったんですが、ぜんざいコーナーと天ヶ瀬温泉から温泉を無料提供していただき足湯コーナーを設けました。

　天気が良ければ何も言うことはなかったのですが、事故もなくまた、雨等による苦情は受けておりません。

　今年は遠くは大阪から参加した方がいましたが、来年も同じくらいの参加人数ではないかと思っています。
　はい、ありがとうございました。
　11月臨時教育委員会の内容についてご説明いたします。
　ご審議していただく内容につきましては、委員長の任期満了に伴います、委員長選挙並びに職務代理者の指定の議案でございまして、次第の方は11月臨時教育委員会と書かせていただいておりますが、もしよろしければ、この後引き続き臨時の教育委員会を開催させていただくということで、お願いしたいと存じます。

　はい、わかりました。

　他にご意見はございますか。
　ありませんか。
　それでは、以上をもちまして、10月の定例教育委員会会議を終了いたします。

　皆さん、お疲れ様でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時間　午後４時５分　
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